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IT 部門のマネージャは、 データ セン ターの運用に関わる日々の課題に対処し ながら、 ビジネス

上の優先事項や迫り来るテ ク ノ ロジー シ フ ト にも対応し なければな らず、 その間のバラ ンス

をどのよ う に取るかに頭を悩ませています。 この両方に対処するために、 多 く の企業では次の

よ う な IT 目標を掲げています。

• リ モー ト  オフ ィ スの IT 機器および複数のデータ セン ターを統合し て、セキュ リ テ ィ 、

管理、 および運用の合理化を図る

• 主にコ ンプ ラ イアンスを目的と し て、 IT リ ソースの可視化および制御を強化する

• モバイル ワーカーや在宅勤務者のサポー ト を向上する

• データ  レプ リ ケーシ ョ ン、 セキュ リ テ ィ 、 フ ェールオーバー、 および回復のための

信頼性の高いサービスによ り、 データ セン ターの中断を防ぎ、 ダウン タ イムを削減す

る

• データ セン ター サイ ト を選択する際は、 ユーザや IT 担当者から距離が近いとい う理

由ではな く 、 コス ト やビジネスの継続性を基準にする

• 運用するデバイスの総数を削減し て、 管理を容易にする と共に、 企業の IT に関わる

電力消費および環境への影響を低減する

図 1 データ セン ターに置かれた大量の物理的デバイス

データ セン ターはコ ンピ ュータ、 ネ ッ ト ワークはプ ラ ッ ト フ ォーム

ヒ ューマン ネ ッ ト ワークが登場し て以来、 テ ク ノ ロジーや IT によ っ て企業の目標や個人の

ワーク  ス タ イルにも た ら される変化への期待が高ま っ ています。 デー タ セン タ ー IP ネ ッ ト

ワークは、他の IT リ ソースを統合、保護、拡張するプ ラ ッ ト フ ォームであ り、 ヒ ューマン ネ ッ

ト ワークに対する期待を実現する う えで中心的な役割を果た し ます。 

ト ラ ンザクシ ョ ンから イ ン タ ラ クシ ョ ンへと プロセスが進化するにあた り、データ セン ター構

築にはネ ッ ト ワークベースの Service-Oriented Infrastructure（SOI; サービス指向イ ン フ ラス ト

ラ ク チ ャ） が必要にな り ま し た。 SOI によ り、 サーバ、 ス ト レージ、 およびネ ッ ト ワーク と

いった従来のよ う な運用サイ ロ状態が解消され、部門ご とに個別に対応する こ とが少な く な り

ます。 また、 ス ト レージ、 ネ ッ ト ワーク、 サーバ、 およびアプ リ ケーシ ョ ンの各リ ソースを適

切に統合する こ と で、 これら を相互に連携させた仮想プールをデータ セン ター全体で実現でき

ます。 その結果、 IT 部門はデータ セン ターを 1 つの機能ユニ ッ ト と し て扱 う こ とができ るよ

う にな り、 アプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト を向上させ、 企業全体および企業間のイ ン タ ラ クシ ョ

ン モデルの分散化によ って生じ る課題に対処する こ とができます。 

なぜ、 SOI に と っ てネ ッ ト ワークが重要なので し ょ う か。 IDC （Abner Germanow 著、 「Why
Is Networking Growing Faster Than the Rest of IT?」、 2007年 7 月 4 日） は、 次のよ う に報告

し ています。 「た と えば、 サーバの仮想化、 ス ト レージの仮想化、 およびソ フ ト ウ ェ ア アプ リ

ケーシ ョ ンの連携は、 すべてネ ッ ト ワークによ って実現されます。 コ ンピ ュータ処理の ト レン

ド が統合からスケール アウ ト およびスケール ア ッ プへと変化する中で、 スケーラ ビ リ テ ィ を

備えたセキュ リ テ ィ 、 信頼性、 および管理の手段を実現するためには、 単体の製品を組み合わ

せるのではな く 、ネ ッ ト ワーク全体を通し たアプローチが必要です。これからのセキュ リ テ ィ 、

信頼性、および管理の手段においてネ ッ ト ワークが大きな役割を果たす可能性が高まる こ とが

予想されます。」 

帯域幅の低価格化、 接続リ ン クの高速化、 CiscoR Wide Area Application Services （WAAS） ソ

フ ト ウ ェ アによ って実現されるセキュアな WAN 最適化といったネ ッ ト ワーキング機能の向上

によ り、 ブ ラ ンチ とデータ セン ターの統合が可能になっています。 通常、 IT の仮想化はサイ ロ

ご と （部門ご とあるいは技術分野ご と） に行われます。 そのため、 仮想化によ って可能になる

利点が制限されています。 実際、 VLAN サービスおよび Virtual Storage Area Network （VSAN;
仮想ス ト レージ エ リ ア ネ ッ ト ワーク） サービス と それらがサポー ト する仮想アプ リ ケーシ ョ

ン ト ラ ンザク シ ョ ンをマ ッ ピングする効果的な方法がないために、 仮想サーバのイ ンス タ ン
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ス数は減少し ています。 Cisco VFrame Data Center （DC） は、 この課題を解決し ます。 ロー

ド  バラ ンシング、 セキュ リ テ ィ の考慮事項、 IT ポ リ シーの適用などを リ アルタ イムで自動化

し よ う とすれば、 サーバと ス ト レージ デバイスを、 ネ ッ ト ワーク を使っ て密接に協調させる

必要があ り ます。 つまり 、 ネッ ト ワーク がサーバと スト レ ージ  デバイ スを 支え、 そのための

I/O ルート と なり ます。

企業はこのこ と に気付き、 投資を始めています。 IDC の最近の報告では、 2006 年にはネ ッ ト

ワーク資産への支出の伸びが他の IT 支出の伸びを大き く 上回っ てお り、 今後もデータ、 ユー

ザ数、 エン ド ポイ ン ト 数、 およびアプ リ ケーシ ョ ン数の増加に伴ってネ ッ ト ワーク需要がます

ます増える こ とから、 この ト レン ドが続 く と予想されています。

図 2 データ セン ター リ ソースの一般的なラ ッ ク

アーキテ クチャ を計画し、 段階的に導入

ユーザの要求に応え続けるには継続的なネ ッ ト ワーク投資が不可欠です。 そ し て、 SOI の考え

方に基づいてそれを進めてい く こ とには次のよ う な重要な利点があ り ます。 IT 部門は、十分理

解し ている既存の基盤の上に独自のペースで将来のネ ッ ト ワーク を構築できます。ネ ッ ト ワー

クベースのサービスや機能を段階的に追加し ながら、 テ ク ノ ロジーへの投資およびスキルセ ッ

ト を維持し、 さ らに拡張する こ とができ、 また、 アーキテ クチャ を完全に作り変える コス ト と

リ スク を避ける こ とができます。

数千人のシスコ  ユーザおよびシスコ社内の IT の経験から得たベス ト  プ ラ ク テ ィ スは、次のよ

う なプロセスに従う こ と で成功がもたら される こ と を示し ています。

• フ ェーズ 1 ： サーバ、 ス ト レージ、 およびネ ッ ト ワーク  ド メ イ ンを最適化し ます。

ネ ッ ト ワーク を使用し て各ド メ イ ンを高速化および効率化し、最終的には、 よ りサー

ビス指向にし ます。

• フ ェーズ 2：企業の部門間で協力し て、共通のプロセスを作成し ます。成功するには、

統合されたテ ク ノ ロジーを活用でき る よ う に人と プロセスを調整する必要があ り ま

す。展開や ト ラ ブルシューテ ィ ングへの取り組みに関し て、長期にわたるサイ ロ化さ

れた逐次的なアプローチから マルチスレ ッ ド のコ ラボレーシ ョ ンへと移行するため

の方法を探り ます。

• フ ェーズ 3 ： 統合 SOI フ ァ ブ リ ッ ク を構築し ます。 新しいイ ン タ ラ クシ ョ ン モデル

をサポー ト できる イ ン フ ラス ト ラ クチャに投資する こ と で、フ ェーズ 1 と フ ェーズ 2
で達成された導入コ ス ト の節約と運用の改善を最大限に活用できます。

シス コは、 進化するデータ セン ターにおける重要なパー ト ナーです 
シスコは、 進化を続けるデータ セン ターを抱えるお客様のパー ト ナーと し て、 次のよ う な さ ま

ざまな利点を備えています。

• 包括的なデータ セン ター運用のためのネ ッ ト ワークベース サービスのリーデ ィ ング

プロバイダー

• 他の重要なデータ セン ター ベンダーとの強力なパー ト ナーシ ッ プ

• 全面的にテス ト されたエン ド ツーエン ド  ソ リ ューシ ョ ンおよび Cisco Data Center
Assurance Program （DCAP）
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• 技術革新についての実績

• 財務上の安定性

• 高い評価を得ている カス タ マー サポー ト

シスコのデータ セン ター製品およびサービスの詳細については、 以下を参照し て く だ さい。

http://www.cisco.com/jp/go/datacenter
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